
1UNICEF CHILDREN'S NET NEWS No.4

発行者　
ユニセフ子どもネット事務局　財団法人 日本ユニセフ協会　広報室　〒108-8607 東京都港区高輪4-6-12 ユニセフハウス�

　　　　  でんわ：03-5789-2016　ファックス：03-5789-2036　電子メール：jcuinfo@unicef.or.jp

じむきょく� きょうかい� とうきょうとみなとくたかなわ�ざいだんほうじん�

�

4
2003春�

UNICEF

TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS 

ユニセフトピックス  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1

2003年
ねん

世
せ

界
かい

子
こ

供
ども

白
はく

書
しょ

発
はっ

行
こう

「子
こ

ども参
さん

加
か

」が大
たい

切
せつ

！  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .2-3

地図
ち ず

で見
み

る世
せ

界
かい

の子どもたち「出
しゅっ

生
しょう

登
とう

録
ろく

は生
う

まれてすぐの子
こ

どもの権
けん

利
り

」 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4-5

ユニセフ子どもワークショップ2003報
ほう

告
こく

「“子
こ

どもの人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

”をなくしたい」 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .6-7

REPORT&INFORMATION 〈お知
し

らせと報告
ほうこく

〉 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .8

も

く

じ

戦
せん

争
そう

の緊
きん

張
ちょう

がたかまる中、キャロル・ベラミー・ユ

ニセフ事
じ

務
む

局
きょく

長
ちょう

は「ユニセフは、現
げん

在
ざい

の状
じょう

況
きょう

が戦
せん

争
そう

にならずに終
お

わることを希
き

望
ぼう

しています」と声
せい

明
めい

を発
はっ

表
ぴょう

しました。

ユニセフは1980年
ねん

代
だい

初
はじ

めからイラクで活
かつ

動
どう

し、

1991年
ねん

の湾
わん

岸
がん

戦
せん

争
そう

の時
とき

やその後の復
ふっ

興
こう

を含
ふく

め、現
げん

在
ざい

も活動を続
つづ

けています。しかし、平
へい

和
わ

を願
ねが

うからと

いって、万
まん

が一のことを考
かんが

えずに何
なに

も準
じゅん

備
び

しないという

ことはできません。ユニセフは、ほかの国
こく

際
さい

機
き

関
かん

ととも

に、戦
せん

争
そう

が起
お

きても、すぐに子どもた

ちに対する人
じん

道
どう

支
し

援
えん

をおこなえるよ

うに備
そな

えました。

戦
せん

争
そう

が起きれば、さまざまな施
し

設
せつ

や道
どう

路
ろ

が破
は

壊
かい

され、予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

のためのワクチンを運
はこ

ぶことも

むずかしくなります。予防接

種を受
う

けられない子どもが増
ふ

えれば、せっかく根
こん

絶
ぜつ

が間
ま

近
ぢか

になったポリオや、避
ひ

難
なん

民
みん

キャンプなどで子どもの命
いのち

を奪
うば

うはしかが流
りゅう

行
こう

してし

まうかもしれません。

そこで、ユニセフは2月から緊
きん

急
きゅう

のポリオとはしか

の予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

キャンペーンをはじめました。400万人

以上の子どもにポリオの予防接種をおこなうために

14000人の保
ほ

健
けん

員
いん

が動
どう

員
いん

されました。 保健員は一
いっ

戸
こ

一
いっ

戸
こ

を訪
ほう

問
もん

して、すべての子どもが予防接種を受け

られるように活
かつ

動
どう

しました。すべては時
じ

間
かん

とのたたか

いだったのです。

「イラクの子どもたちが非
ひ

常
じょう

に弱
よわ

い立
たち

場
ば

にあることは

まぎれもない事
じ

実
じつ

です。事
じ

態
たい

がどのようなことになろ

うとも、イラクの子どもたちの健
けん

康
こう

と福
ふく

祉
し

が優
ゆう

先
せん

的
てき

に

考
かんが

えられるべきです」とベラミー事務局長は話
はな

します。

ユニセフは、イラク地
ち

域
いき

に何千トンもの支
し

援
えん

物
ぶっ

資
し

を

すでに運
はこ

び入れています。これには医
い

薬
やく

品
ひん

や子どもの

ための栄
えい

養
よう

補
ほ

助
じょ

食
しょく

、水
みず

を供
きょう

給
きゅう

する装
そう

置
ち

などが含
ふく

まれ

ています。

※イラクの最新情報はホームページで。
http://www.unicef.or.jp

2003年はアンゴラにとって、とても大
たい

切
せつ

な年にな

るでしょう。というのも、27年
ねん

間
かん

つづいた内
ない

戦
せん

を乗
の

りこえて、史
し

上
じょう

最
さい

大
だい

規
き

模
ぼ

の「バック・トゥ・スクール

（学
がっ

校
こう

へ戻
もど

ろう）」キャンペーンがはじまったからです。

内
ない

戦
せん

によって、アンゴラ国
こく

内
ない

の学
がっ

校
こう

もその他
ほか

の施
し

設
せつ

もみな壊
こわ

されてしまいました。学
がっ

校
こう

が足
た

りないこと、

学
がく

用
よう

品
ひん

が買
か

えないこと、子どもが働
はたら

かなければならな

いこと、出
しゅっ

生
しょう

登
とう

録
ろく

書
しょ

がないことなどの理
り

由
ゆう

のために、

アンゴラの子どもの44％は学
がっ

校
こう

に通
かよ

えませんでした。

ユニセフは、キャンペーンに備
そな

えて、アンゴラ政
せい

府
ふ

と協
きょう

力
りょく

して、4000人の先
せん

生
せい

をあらたにトレーニン

グし、1300の教
きょう

室
しつ

を整
せい

備
び

し、多くの教
きょう

材
ざい

を子どもや先
せん

生
せい

に届
とど

けました。そして、2

月10日には、25万
まん

人
にん

の子

どもたちが学
がっ

校
こう

へ戻
もど

ることが

できたのです。

アンゴラ国
こく

内
ない

では、まだ300万
まん

人
にん

の人びとが避
ひ

難
なん

生
せい

活
かつ

をおくっています。子どもたちが学
がっ

校
こう

に通
かよ

えるよ

うになることは、平
へい

和
わ

と復
ふっ

興
こう

への第
だい

一
いっ

歩
ぽ

になります。

今
こん

後
ご

、特
とく

に教
きょう

育
いく

を受
う

けられないことが多
おお

い女
おんな

の子
こ

も

学
がっ

校
こう

に通
かよ

えるようにすることなどを目
め

指
ざ

して、キャン

ペーンはさらに続
つづ

けられる予
よ

定
てい

です。

朝
ちょう

鮮
せん

民
みん

主
しゅ

主
しゅ

義
ぎ

人
じん

民
みん

共
きょう

和
わ

国
こく

（北
きた

朝
ちょう

鮮
せん

）で、全
ぜん

国
こく

的
てき

な子どもの栄
えい

養
よう

状
じょう

態
たい

に

ついての調
ちょう

査
さ

結
けっ

果
か

が発
はっ

表
ぴょう

されました。

この調査はユニセフとWFP（世
せ

界
かい

食
しょく

糧
りょう

計
けい

画
かく

）が政
せい

府
ふ

と協
きょう

力
りょく

して昨
さく

年
ねん

10

月におこないました。

調
ちょう

査
さ

結
けっ

果
か

によると、最
さい

悪
あく

の食
しょく

糧
りょう

危
き

機
き

があった後、これまでの4年
ねん

間
かん

に、

北
きた

朝
ちょう

鮮
せん

の子どもの栄
えい

養
よう

不
ふ

良
りょう

の状
じょう

態
たい

は

かなり回
かい

復
ふく

してきているということが

わかりました。標
ひょう

準
じゅん

より体
たい

重
じゅう

が少
すく

ない

子どもの割
わり

合
あい

は1998年の61％から

2002年には21％まで減
へ

っています。

また、非
ひ

常
じょう

に激
はげ

しい栄
えい

養
よう

不
ふ

良
りょう

の状
じょう

態
たい

の子どもも16％から9％に減
へ

ってい

ます。

しかし、減
へ

っているといっても、数
かず

にすればいまだ多くの子どもたちが栄

養不良である

ことに変わり

はありません。

ほかにも、特
とく

に母
はは

親
おや

の栄
えい

養
よう

不
ふ

良
りょう

と貧
ひん

血
けつ

がひどいことがわ

かったと伝
つた

えられてい

ます。お母さんに栄
えい

養
よう

が足
た

りないと、子ども

に直
ちょく

接
せつ

影
えい

響
きょう

するので、

深
しん

刻
こく

な問
もん

題
だい

です。

さらに、報
ほう

告
こく

書
しょ

は、

この回
かい

復
ふく

は国
こく

連
れん

などの人
じん

道
どう

支
し

援
えん

に頼
たよ

っ

たものであるため、もし、こうした支
し

援
えん

が少
すく

なくなったり止
と

まったりしたら、

子どもたちの状況
じょうきょう

はすぐにまた悪
わる

くなっ

てしまうだろう、危
き

機
き

はまだ終わって

いないのだ、と警
けい

告
こく

しています。

朝
ちょう

鮮
せん

民
みん

主
しゅ

主
しゅ

義
ぎ

人
じん

民
みん

共
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和
わ

国
こく

子どもの栄
えい

養
よう

状
じょう

態
たい

についての
調
ちょう

査
さ

結
けっ

果
か

発
はっ

表
ぴょう

アンゴラ

史
し

上
じょう

最
さい

大
だい

の「学
がっ

校
こう

へ戻
もど

ろう」キャンペーン
はじまる
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背
せ

中
なか

には赤
あか

ちゃんをおぶって、両
りょう

手
て

にたくさんの教
きょう

科
か

書
しょ

をかか

えて、18歳
さい

のドロレス・ジャンバは、学
がっ

校
こう

へ向
む

かいます。今日
きょう

からド

ロレスは先
せん

生
せい

です。彼
かの

女
じょ

を50人の生
せい

徒
と

が待
ま

っています。ドロレスは、

新
あたら

しい「バック・トゥ・スクール」キャンペーンにあわせて、トレー

ニングを受
う

けた4000人の先生のひとりです。

ドロレスが住
す

んでいるのは州
しゅう

都
と

キトから北へ30キロはなれたクン

ヒンガという町
まち

です。戦
せん

争
そう

のため、クンヒンガ全体でも、残
のこ

っている学
がっ

校
こう

は21校
こう

だけでし

た。でもユニセフの支
し

援
えん

で1年のうちに41校
こう

のあたらしい学
がっ

校
こう

ができました。

町には市
いち

場
ば

もあり、学
がく

用
よう

品
ひん

も売
う

っていますが、多くの家
か

族
ぞく

は学
がく

用
よう

品
ひん

より食
た

べ物
もの

を買
か

うだ

けでせいいっぱいです。でも、今日は、子どもたちみんなに、学
がく

用
よう

品
ひん

の入ったバッグが届
とど

け

られました。中
なか

には、ノート、えんぴつ、消
け

しゴムが入っています。

8歳
さい

のルシアナも学
がっ

校
こう

に行くのは今日がはじめて。バッグをにぎりしめてみんなと先
せん

生
せい

を

待
ま

っています。ドロレスの声
こえ

がひびきました。「さぁ、みんな、教
きょう

室
しつ

に入
はい

ってね」

今日からアンゴラの町
まち

のあちこちで、子ど

もたちが学
がっ

校
こう

に通
かよ

う姿
すがた

が見
み

られるようになる

でしょう。当
あ

たり前
まえ

の生
せい

活
かつ

がもどってくるこ

と、それが「平
へい

和
わ

」なのかもしれません。
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世
せ

界
かい

の子どもたちの状
じょう

況
きょう

を伝
つた

えるために、ユ

ニセフは毎
まい

年
とし

「世
せ

界
かい

子
こ

供
ども

白
はく

書
しょ

」を発
はっ

行
こう

してい

ますが、「2003年世界子供白書」は、少
すこ

しよ

うすがちがっていました。

テーマは「子ども参
さん

加
か

」。全
ぜん

ページにわたって、どんなところでなぜ「子

ども参加」が必
ひつ

要
よう

か、子どもをとりまく問
もん

題
だい

を解
かい

決
けつ

するために「子ども参加」がど

んなに力
ちから

になるか、といったことが書
か

かれていたのです。

白
はく

書
しょ

によると、「子ども参加」はさまざまなレベルで必
ひつ

要
よう

です。たとえば、家
か

族
ぞく

の

中
なか

ででも、昨
さく

年
ねん

の「国
こく

連
れん

子ども特
とく

別
べつ

総
そう

会
かい

」のような場
ば

でも、子どもの声
こえ

が聞
き

かれる

ようにしなくてはなりません。年
ねん

齢
れい

も関
かん

係
けい

ありません。生
う

まれたすぐあとから、子ど

もは自
じ

分
ぶん

にできる方
ほう

法
ほう

で、自
じ

分
ぶん

の思
おも

いを伝
つた

えようとしています。その声
こえ

を聞
き

けるよう

におとなも努
ど

力
りょく

しなければならないのです。

もちろん、子どもは、おとなのように知
ち

識
しき

も経
けい

験
けん

も十
じゅう

分
ぶん

というわけにはいきません

が、子どもならではのアイディアや意
い

見
けん

が、おとなにも社
しゃ

会
かい

全
ぜん

体
たい

にもよい効
こう

果
か

をあた

えることが多くの場
ば

面
めん

で証
しょう

明
めい

されています。

それに、子どもが社
しゃ

会
かい

で積
せっ

極
きょく

的
てき

な役
やく

割
わり

をはたせることは、子どもの成
せい

長
ちょう

にもよい

ことです。みなさんも、自
じ

分
ぶん

の意
い

見
けん

を聞
き

いてもらえると、何
なん

だか自
じ

信
しん

がつくような気
き

持
も

ちがしませんか？ それに、社
しゃ

会
かい

の問
もん

題
だい

について知
し

り、それらについて自
じ

分
ぶん

の意
い

見
けん

を聞
き

いてもらえる場
ば

があれば、そのことをよく考
かんが

えるようになります。そんな経
けい

験
けん

を

たくさんした子どもたちがおとなになれば、もっと民
みん

主
しゅ

主
しゅ

義
ぎ

的
てき

な社
しゃ

会
かい

がつくられ、さ

まざまな問題も解
かい

決
けつ

されていくだろうとユニセフは考
かんが

えているのです。

課
か

題
だい

は、子どもが参加するかしないか、ではなく、“どのように”子どもが参加す

るかということに変
へん

化
か

しつつあります。何
なん

千
ぜん

万
まん

人
にん

もの子どもたちが栄
えい

養
よう

不
ふ

良
りょう

や病
びょう

気
き

に苦
くる

しみ、搾
さく

取
しゅ

などの危
き

険
けん

にさらされている今
いま

、よりよい子どもの「参
さん

加
か

」が問
もん

題
だい

の解
かい

決
けつ

に役
やく

立
だ

つことが期待されています。

さて、日
に

本
ほん

の子どもは、「子ども参
さん

加
か

」をどう感
かん

じてい

るのでしょう。2月にお願
ねが

いした緊
きん

急
きゅう

大
だい

調
ちょう

査
さ

には、び

っくりするほどたくさんのお返
へん

事
じ

があり、どんなにみな

さんがいろいろなことを感
かん

じているのかがわかりました。

中
なか

には、クラスメイトにアンケートをとってくれたネッ

トワーカーもいました。全
ぜん

部
ぶ

を掲
けい

載
さい

できないのがとても

残
ざん

念
ねん

ですが、集
あつ

まった声
こえ

をできるだけご紹
しょう

介
かい

します。
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(%)

先
せん

進
しん

工
こう

業
ぎょう

国
こく

での投
とう

票
ひょう

率
りつ

（選
せん

挙
きょ

に参
さん

加
か

する人
ひと

の割
わり

合
あい

）の変
へん

化
か

□ 1945年
ねん

～1990年の投
とう

票
ひょう

率
りつ

の平
へい

均
きん

■もっとも最
さい

近
きん

の選
せん

挙
きょ

の投
とう

票
ひょう

率
りつ

きん きゅ
う  だい

 ちょう  
 さ 

せ　かい じゅう 
さん　　か 

地
ち

域
いき

の活
かつ

動
どう

で活
かつ

躍
やく

！

ナイジェリアのアビア州にある高
こう

校
こう

の「子どもの権
けん

利
り

クラブ」のメンバーは、赤ちゃんの予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

キャンペー

ンに大きな成
せい

功
こう

をもたらしました。キャンペーン中、メ

ンバーは一
いっ

軒
けん

一
いっ

軒
けん

を訪
ほう

問
もん

して予防接種の大
たい

切
せつ

さを伝
つた

え、

赤
あか

ちゃん一
ひと

人
り

一
ひと

人
り

を追
つい

跡
せき

して、予防接種を受
う

けたかど

うか確
たし

かめました。活
かつ

動
どう

の結
けっ

果
か

、それまで予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

を

受ける赤ちゃんは月に8人ほどだったのが、今
いま

では月に

300人をこえるようになりました。

多
おお

くの国
くに

で子ども議
ぎ

会
かい

がひらかれています

タイの若
わか

者
もの

議
ぎ

会
かい

では、76県
けん

すべての学
がっ

校
こう

から集
あつ

まった

200人の若
わか

者
もの

代
だい

表
ひょう

（障
しょう

害
がい

のある子どもを含
ふく

む）が、3日
か

間
かん

、

7つのテーマについて議
ぎ

論
ろん

をし、その結
けっ

果
か

をタイの内
ない

閣
かく

の会
かい

合
ごう

で発
はっ

表
ぴょう

しました。そして、「子ども参加」が政
せい

府
ふ

の政
せい

策
さく

と

して採
さい

用
よう

されました。

アルバニアでは、全
ぜん

土
ど

の80％におよぶ地
ち

域
いき

で、地域ごと

の若
わか

者
もの

議
かい

会
ぎ

が開
ひら

かれています。毎
まい

年
とし

、すべての地域の若者議

会の全
ぜん

体
たい

会
かい

が首
しゅ

都
と

ティラナで開かれ、そこでは、おとなの議

会に対し子どもたちが心
しん

配
ぱい

していることが伝
つた

えられます。最
さい

近
きん

では、貴
き

重
ちょう

な自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

を残
のこ

す湿
しっ

地
ち

帯
たい

での原
げん

油
ゆ

調
ちょう

査
さ

に反
はん

対
たい

が唱
とな

えられました。

おとなたちも努
ど

力
りょく

しています

子どもにやさしい街
まち

づくりをして、子どもが参
さん

加
か

しやすい環
かん

境
きょう

をととのえようというとりくみが

進
すす

んでいます。インドのカルカッタでは、市の機
き

関
かん

全
ぜん

体
たい

が協
きょう

力
りょく

して、働
はたら

いている子どもや帰る家

のない子どもなど、すべての子どもを調
ちょう

査
さ

して、

学
がっ

校
こう

に行
い

っていない子どもを特
とく

定
てい

しました。学
がっ

校
こう

が足
た

りないこともわかり、市は700ヵ所に子

ども教
きょう

育
いく

センターをつくろうとしています。

でも、「子ども参加」って何だろう？ 

ねん　 せ　 かい　 こ　 ども　はく  しょ 

こ さん 
たい 

なん 

せつ たい せつ 

か 

はっ  こう 
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©UNICEF
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251/Jus
tin Leight

on

先
せん

進
しん

国
こく

では自
じ

分
ぶん

たちのこ

とを決
き

める政
せい

治
じ

に関
かん

心
しん

のない人がふえ

ているみたい。子どものときから「参
さん

加
か

」

したり社会のことを考えていたらど

う変わるだろう…。
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「子ども参
さん

加
か

」ときいて、
どんなことをイメージしますか？

子どもが意
い
見
けん
を伝
つた
える場

ば
に参
さん
加
か
し、おとなと一

いっ
緒
しょ
に考

かんが
えたり、おとなに自

じ
分
ぶん
達
たち
のことを伝えると

か、同
おな
じ子どもなのにぜんぜんかんきょうの違

ちが
う恵
めぐ
まれていない子どものえんじょに子どもが参

さん
加
か

することとか。 川
かわ
崎
さき

真
ま
奈
な
（11歳）

いいと思
おも
います。でも何

なに
をするのか何をしたらいいのか分

わ
からないです。それに参

さん
加
か
してどのよう

なことを助
たす
けられるのかも分からないです。 蓼

たで
沼
ぬま

恵
めぐみ
（13歳）

とてもいいイメージがあります。紛
ふん
争
そう
などの話

はな
し合
あ
いなどにはおとなしか参

さん
加
か
していないけれど、

世
せ
界
かい
にはおとなだけがいるのではなく、子どももたくさんいるのだから、子ども参加は絶

ぜっ
対
たい
に必
ひつ

要
よう
だと思います。 岩

いわ
下
した

哲
てつ
也
や
（15歳）

ユニセフ子どもネットをイメージします。子どもネットで活
かつ
動
どう
をしていると、自

じ
分
ぶん
も地

ち
球
きゅう
の一

いち
員
いん

だということをすごく実
じっ
感
かん
するし、私

わたし
たち(子ども)が「世

せ
界
かい
の協

きょう
力
りょく
」に参加していかなければい

けないと私
わたし
に教
おし
えてくれたからです。 中

なか
佐
さ
友
ゆ
衣
い
（15歳）

以
い
前
ぜん
まで、「子ども参加」と聞

き
いてイメージするものはいろいろな活

かつ
動
どう
に積

せっ
極
きょく
的
てき
に参
さん
加
か
する、体

からだ

を動
うご
かし、何

なに
か少
すこ
しでも社

しゃ
会
かい
に貢
こう
献
けん
することであると思

おも
っていました。しかし最

さい
近
きん
ではそれだけ

ではないと思い始
はじ
めてきました。私

わたし
たち子ども一

ひと
人
り
ひとりが今ある社

しゃ
会
かい
問
もん
題
だい
を理
り
解
かい
し、それにつ

いて考
かんが
え、自

じ
分
ぶん
の意
い
見
けん
を持
も
つこともひとつの「子ども参

さん
加
か
」と考えます。 寺

てら
田
だ
真
ま
里
り
子
こ
（16歳）

はっきり言
い
って、あまりイメージができません。なぜなら、地

ち
域
いき
の活
かつ
動
どう
から、世

せ
界
かい
の大きな活

かつ
動
どう

まで、子どもが参
さん
加
か
できる場

ば
というのが極

きょく
端
たん
に少
すく
ないからです。 山

やま
神
がみ

啓
ひろ
明
あき
（16歳）

現
げん
在
ざい
のイメージとしては、「子ども参

さん
加
か
」というスローガンだけで、ただ、子どもも参加している

が、実
じっ
際
さい
はおとなの思

おも
うままに動

うご
かされているというように思える。 大

おお
矢
や
哲
さとる
（17歳）

自
じ

分
ぶん

の意
い

見
けん

を聞
き

いてほしいなと感
かん

じたり、
子どもに参

さん

加
か

させてくれればいいのにと思ったり
したことがありますか? それはどんなことでしたか?

あります。国
こっ
会
かい
に子どもの代

だい
表
ひょう
やいろんな世

せ
代
だい
の人を入れれば、すぐに今話

はな
し合
あ
っていることを

どう思
おも
っているのか、きけるからいいと思

おも
います。 本

ほん
田
だ
瑞
みず
貴
き
（10歳）

選
せん
挙
きょ
。子どもだってその地

ち
域
いき
にいるんだからみんなの意

い
見
けん
とは言

い
わないけれど、少

すこ
しは子どもの

考
かんが
える行

ぎょう
政
せい
？みたいなものもいいんじゃないかなあ？ 志

し
藤
とう

麗
うらら
（11歳）

学
がっ
校
こう
で集
あつ
めたベルマークの使

つか
い方
かた
。学校でボランティアというわりに、自分の都

つ
合
ごう
でものを買

か
っ

ている。よく考
かんが
えて使

つか
ってほしいと作

さく
文
ぶん
に書
か
いた。けれど400人

にん
くらいの学

がっ
校
こう
なのに、ボールを

90個
こ
も買
か
った。神

こう
戸
べ
の女

おんな
の子
こ
達
たち
は、アフガニスタンへボールを送

おく
ったのに…悲

かな
しかった。

大
おお
矢
や
格
いたる
（12歳）

以
い
前
ぜん
、歴
れき
史
し
の教

きょう
科
か
書
しょ
が問
もん
題
だい
になって、おとな達

たち
の間

あいだ
では、毎

まい
日
にち
議
ぎ
論
ろん
がなされていたけど、その時

とき

に“子どもの意
い
見
けん
も聞
き
けばいいのに”と思った。教

きょう
科
か
書
しょ
を使
つか
う当
とう
事
じ
者
しゃ
の子どもが参

さん
加
か
していない

のは、おかしいと思
おも
った。 上

うえ
野
の
結
ゆい
（15歳）

学
がっ
校
こう
中
じゅう
を禁
きん
煙
えん
にしてほしいと思い、先

せん
生
せい
に頼
たの
んだが、断

ことわ
られたこと。学

がっ
校
こう
は子どもの生

せい
活
かつ
する

場
ば
所
しょ
だから、生

せい
徒
と
も集
あつ
まって会

かい
議
ぎ
などをやってほしかった。 後

ご
藤
とう
田
だ
遥
はるか
（15歳）

国
くに
同
どう
士
し
の問
もん
題
だい
で、子どもが出

で
る幕
まく
ではないと言われる難

むずか
しい問

もん
題
だい
でも、おたがいの国

くに
の子ども

たちが、どんなことを考
かんが
えているのか気

き
になる。「おとなが決

き
めることだから子どもたちには関係

ない」という考
かんが
え方
かた
ではなく、ぜひ子どもたちも、その問

もん
題
だい
が解
かい
決
けつ
できるように手

て
助
だす
けしてみた

いと思った。たとえば、戦
せん
争
そう
を始
はじ
めるかどうかを話

はな
し合
あ
う会
かい
議
ぎ
の傍

ぼう
聴
ちょう
に参

さん
加
か
し、子ども達の気

き
持
も

ちも無
む
視
し
せずに物

もの
事
ごと
を決
き
めてもらえるように、同じ地球人として存在をアピールする。

高
たか
橋
はし

ありさ（15歳）

時
とき
々
どき
授
じゅ
業
ぎょう
の構
こう
成
せい
がすごく嫌

いや
になってしまうことがあります。「こう変

か
えたらもっと楽

たの
しい分

わ
かりや

すい授
じゅ
業
ぎょう
になるのではないか」、授

じゅ
業
ぎょう
以
い
外
がい
でも「この制

せい
度
ど
をこう変

か
えたら生

せい
活
かつ
しやすいのではな

いか」と考
かんが
えた時

とき
に、それを先

せん
生
せい
に伝
つた
えられるちょうどいい場

ば
所
しょ
がほとんどないことを残

ざん
念
ねん
に思
おも

います。 藤
ふじ
田
た
温
はる
乃
の
（15歳）

自
じ
分
ぶん
の意
い
見
けん
を聞
き
いてほしいと思ったのは、ブッシュ大

だい
統
とう
領
りょう
が戦
せん
争
そう
を強

きょう
調
ちょう
していた時

とき
です。大

だい
統
とう

領
りょう
は相
あい
手
て
の国
くに
のためだという趣

しゅ
旨
し
の発
はつ
言
げん
をしていたようですが、戦

せん
争
そう
をしたら子どもを含

ふく
めた多

くの市
し
民
みん
が傷
きず
つくことは、私

わたし
たち子

こ
どもでもわかります。だから、子どもの声

こえ
も聞
き
いて冷

れい
静
せい
に判
はん

断
だん
してほしいと思

おも
いました。 宗

むな
像
かた

明
あき
子
こ
（17歳）

何
なに

かをよくするためのことや、自
じ

分
ぶん

の意
い

見
けん

を
伝
つた

えるようなことに参
さん

加
か

したことがあれば、
その時

とき

の経
けい

験
けん

や感
かん

じたことを教
おし

えてください

学
がっ
校
こう
で地

ち
球
きゅう
を元
げん
気
き
にすることをやっていて、リサイクルのことを発

はっ
表
ぴょう
しました。その時

とき
は、おと

なもきていて、子どもの意
い
見
けん
でも正しければ、おとなもきちんと聞

き
いてくれるのだな、と思

おも
いまし

た。 丸
まる
山
やま

綾
あや
子
こ
（9歳）

１年
ねん
生
せい
の時
とき
に、学

がっ
校
こう
であさがおの種

たね
がいっぱい取

と
れたので、どうするかと話

はな
し合
あ
いになりました。

質
しつ

問
もん2

質
しつ

問
もん3

質
しつ

問
もん1 私

わたし
は学
がっ
校
こう
の近
ちか
くにおとしよりの施

し
設
せつ
があるので、一

ひと
人
り
暮
ぐ
らしのおとしよりにあげてはどうかと発

はっ

表
ぴょう
しました。いろいろな意

い
見
けん
が出
で
た中
なか
で、担

たん
任
にん
の先
せん
生
せい
が私

わたし
の意
い
見
けん
に賛
さん
成
せい
してくれて、クラス全

ぜん

員
いん
であさがおの種

たね
を持
も
っていくことになりました。おとしよりは涙

なみだ
を流
なが
して喜

よろこ
んでくれて、よかっ

たなあと思いました。次
つぎ
の年
とし
の１年

ねん
生
せい
から毎

まい
年
とし
１年
ねん
生
せい
があさがおの種

たね
をおとしよりにあげていま

す。私の意
い
見
けん
で今
いま
も続
つづ
いていると思うと、とてもうれしく思います。 宇

う
津
つ
木
ぎ
亜
あ
衣
い
（10歳）

インドで地
じ
震
しん
が起
お
きた時

とき
、ユニセフに募

ぼ
金
きん
をした。その時

とき
、自
じ
分
ぶん
のお金

かね
が外
がい
国
こく
の人
ひと
びとの役

やく
に立
た

っているのだと思
おも
い、世

せ
界
かい
のつながりを感

かん
じた。 今

いま
関
ぜき

美
み
都
と
（12歳）

市
し
の国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センターの「交流祭

まつ
り」に参

さん
加
か
した時

とき
、日本ユニセフ協

きょう
会
かい
の宮
みや
城
ぎ
県
けん
支
し
部
ぶ
の人
ひと
が励
はげ

ましてくれて、おとなが自
じ
分
ぶん
の考

かんが
えを理

り
解
かい
して協

きょう
力
りょく
してくれたことに感

かん
激
げき
を覚
おぼ
えた。センターの

方も（自分を）他
ほか
のNGOの方と同じに扱

あつか
ってくれたのでうれしかった。 中

なか
村
むら

翔
か
也
や
（12歳）

区
く
主
しゅ
催
さい
の「子どもフォーラム」（区

く
の小

しょう
学
がっ
校
こう
の代

だい
表
ひょう
者
しゃ
が区
く
役
やく
所
しょ
に集
あつ
まり、これからの区をどうす

るかについて話
はな
し合
あ
う）に参加

さんか
したが、司

し
会
かい
がおとなだったのでおとなの思

おも
い通
どお
りに進

すす
められてい

るような気
き
がした。かたくるしく、あまり良

よ
い印

いん
象
しょう
をもてなかった。 三

み
木
き
綾
あや
子
こ
（12歳）

「ユニセフ子どもセミナー2002」でみんなの意
い
見
けん
や自
じ
分
ぶん
の意見を紙

かみ
に書
か
いた時

とき
に、みんながぼく

の意見にうなずいてくれてうれしかった。また、みんなの意
い
見
けん
を聞
き
いて、みんなも一

いっ
生
しょう
懸
けん
命
めい
だな

ということを感
かん
じました。 渡

わた
辺
なべ

濯
たく
（13歳）

役
やく
員
いん
会
かい
の選
せん
挙
きょ
の時
とき
。自
じ
分
ぶん
はこんな理

り
由
ゆう
で立
りっ
候
こう
補
ほ
したということをみんなに伝

つた
えた。選挙が嫌

いや
で、

立候補するか迷
まよ
ってたけど、思

おも
い切
き
ってやってみた。自分が思っていることを他

た
人
にん
に伝えること

で、自分の中でも整
せい
理
り
ができ、とても充

じゅう
実
じつ
感
かん
を感じた。 E.A.（14歳）

小6の時
とき
、子ども国

こっ
会
かい
に参
さん
加
か
しました。スケジュールとか発

はつ
言
げん
者
しゃ
とか決

き
めたのは、おとなでした。

（発言者はあらかじめ質
しつ
問
もん
を提

てい
出
しゅつ
しておいて、そこから選

えら
びます）自

じ
由
ゆう
な意
い
見
けん
とか、会

かい
議
ぎ
の進

しん
行
こう

中
ちゅう
に考

かんが
えついたこととか発

はつ
言
げん
できなくて残

ざん
念
ねん
でした。 大

おお
矢
や
透
とおる
（14歳）

去
きょ
年
ねん
の秋
あき
、3連

れん
休
きゅう
を利
り
用
よう
して「プンとミーチャの物

もの
語
がたり
」原
げん
画
が
展
てん
をひらきました。子ども買

かい
春
しゅん
を

来
き
ていただいた方

かた
に理
り
解
かい
していただくことはとても大

たい
変
へん
だと気

き
付
づ
かされました。「これで一

いっ
体
たい
何

を伝
つた
えたいの」という強

つよ
気
き
な意
い
見
けん
もあり、「こういう現

げん
状
じょう
を知
し
ってもらいたい」と答

こた
えるほかあり

ませんでした。「今は○○の活
かつ
動
どう
を進
すす
めている」などと言

い
いたかったです。 N. 啓

けい
子
こ
（15歳）

年に3回の生
せい
徒
と
相
そう
談
だん
会
かい
のようなもので、これからの生

せい
徒
と
会
かい
活
かつ
動
どう
について意

い
見
けん
を述
の
べる場

ば
があっ

たのですが、なかなか周
まわ
りで手

て
を上げる子

こ
が少なく、私も手を上げられませんでした。ですから、

自分の意見を伝えるようなことに参
さん
加
か
したことはない気

き
がします。 山

やま
口
ぐち

梢
こずえ
（15歳）

中
ちゅう
学
がっ
校
こう
では何でも生

せい
徒
と
達
たち
が提
てい
案
あん
し、アンケートをとり、決

けっ
定
てい
していた。心

こころ
の面
めん
で成

せい
長
ちょう
できたと

思
おも
うし、その難

むずか
しさも知った。高

こう
校
こう
に入

にゅう
学
がく
して、一

いっ
方
ぽう
的
てき
に校
こう
則
そく
を押
お
し付
つ
けられ、常

つね
に教

きょう
師
し
と生
せい

徒
と
間
かん
で対
たい
立
りつ
が起
お
きているのを見

み
ると、なんとも言

い
えなくなる。私が個

こ
人
じん
的
てき
に生
せい
活
かつ
指
し
導
どう
の先生に

意
い
見
けん
を出したら「それはこの高校の代々

だいだい
の伝
でん
統
とう
だからしようがない」と言

い
われた。（ちなみにその

伝
でん
統
とう
は県
けん
民
みん
の日
ひ
11月半

なか
ばまで体

たい
育
いく
は半
はん
そで短

たん
パンというもの）おとなは楽

らく
なほうを考

かんが
えるけれ

ど、実
じっ
際
さい
身
み
をもって感

かん
じている子どもの意

い
見
けん
を聞
き
いてほしい。 石

いし
川
かわ

未
み
季
き
（17歳）

みなさんが考える理想的な「子ども参加」とは
どんなものか教えてください

“おとなが子どもの意
い
見
けん
を聞
き
いてくれて、それによって世

せ
界
かい
が動
うご
く”というのが理

り
想
そう
的
てき
な「子ど

も参
さん
加
か
」だと思

おも
います。未

み
来
らい
は私たち子どもが主

しゅ
役
やく
だから。 杉

すぎ
浦
うら

綾
あや
子
こ
（12歳）

これからの日本は子どもが中心となって動
うご
いていくのだから戦

せん
争
そう
や核
かく
兵
へい
器
き
の問
もん
題
だい
などはごく一

いち
部
ぶ

の人
ひと
達
たち
が考

かんが
え、実

じっ
行
こう
するだけではなく、子どもの意

い
見
けん
を聞
き
いてくれて、国会などにも子どもを参

さん

加
か
させてくれたらいいなあと思います。 鈴

すず
木
き
彩
あや
子
こ
（12歳）

子どもにも発
はつ
言
げん
させてほしい。たとえば国

こっ
会
かい
とか市

し
議
ぎ
会
かい
とか、県

けん
議
ぎ
会
かい
とか。まっ、とにかく子ど

もにも意
い
見
けん
をさせて！そして行

こう
動
どう
させてください！という感

かん
じです。おとなも子どもも関

かん
係
けい
なく

意
い
見
けん
が言
い
えるようになってくれたらいいなあ（理

り
想
そう
的
てき
や！）と思います。 澤

さわ
田
だ
玲
れ
奈
な
（13歳）

発
はつ
言
げん
、行
こう
動
どう
に制
せい
限
げん
がなく、自

じ
由
ゆう
でのびのびした環

かん
境
きょう
を作
つく
り出
だ
すことが「子ども参

さん
加
か
」の第

だい
一
いっ
歩
ぽ

なのではないでしょうか？ 伝えたいことがあっても「周
まわ
りから変

へん
に見
み
られるからやだ」などと思

おも

って伝
つた
えないで終

お
わってしまうこともあります。それに伝

つた
えたとしても、否

ひ
定
てい
されてしまったり、

聞
き
き入
い
れてもらえなかったりすると、不

ふ
安
あん
になってしまうこともあるので、あたたかい環

かん
境
きょう
が必
ひつ

要
よう
だと思

おも
います。 森

もり
田
た
江
え
璃
り
子
こ
（13歳）

子どもには感
かん
じていることが本

ほん
当
とう
はたくさんあるけれど、それを言

こと
葉
ば
にできず、心

こころ
の中
なか
にしまっ

てある思
おも
いがたくさんあると思います。たとえば、発

はつ
言
げん
する場

ば
を作ってあげたり、その意

い
見
けん
につ

いて一
いっ
緒
しょ
に考

かんが
えてあげたり…など方

ほう
法
ほう
はいろいろあると思

おも
います。 崎

さき
田
だ
ゆかり（14歳）

幸
しあわ
せに暮

く
らしている子どもこそ、大

たい
変
へん
な生
せい
活
かつ
を送っている子

こ
ども達

たち
のために、学

がっ
校
こう
・地

ち
域
いき
・国
くに

から支
し
援
えん
していければいいと思います。小さなことでも参

さん
加
か
して、世界の状

じょう
況
きょう
に目
め
を向
む
けて生き

ていくことも参
さん
加
か
することだと思

おも
います。 中

なか
澤
ざわ

真
ま
由
ゆ
美
み
（15歳）

国
こく
連
れん
子ども特

とく
別
べつ
総
そう
会
かい
では、本

ほん
当
とう
に困
こま
っている国

くに
や地
ち
域
いき
の子ども達

たち
が「子ども参

さん
加
か
」できたので

しょうか？世
せ
界
かい
には、学

がっ
校
こう
にいけないこどもが１億

おく
人
にん
以
い
上
じょう
います。私たちが知

し
らないだけであっ

て、世界の国
くに
々
ぐに
には自分の意

い
見
けん
を言
い
いたくても言

い
えない子ども達が大

おお
勢
ぜい
いると思います。将

しょう
来
らい
、

過
か
酷
こく
な生
せい
活
かつ
の中
なか
で、暮

く
らしている子ども達がもっと参加できるように、意

い
見
けん
を述べられるように

なれたらいいと思います。 木
き
谷
たに

恵
けい
子
こ
（16歳）

質
しつ

問
もん4



みなさんは、生
う

まれてすぐに自
じ

分
ぶん

の出
しゅっ

生
しょう

届
とどけ

が役
やく

所
しょ

に出
だ

されたこと

を知
し

っていますか？　いつ生まれたか、両
りょう

親
しん

はだれで、男の子か女

の子か、なんという名
な

前
まえ

か…。こうしたことを登
とう

録
ろく

してはじめて、

みなさんの存
そん

在
ざい

がちゃんと認
みと

められます。

そして、登
とう

録
ろく

されてからは、決
き

められたときに健
けん

康
こう

診
しん

断
だん

や予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

のお知
し

らせが届
とど

き、学
がっ

校
こう

に行く年
ねん

齢
れい

になれば近
ちか

くの小学校に入る手
て

続
つづ

き

をするようにお手
て

紙
がみ

が来
き

ます。

もし、この届
とどけ

が出されていなかったらどうでしょう。みなさんは、公
こう

式
しき

にはこの世
せ

界
かい

には存
そん

在
ざい

し

ないのです。予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

のお知らせも、学校に入る通
つう

知
ち

も来
き

ません。その子の名前はだれにも認
みと

めら

れていません。国
こく

籍
せき

もないことになってしまいます。おとなになっても、結
けっ

婚
こん

したり、銀
ぎん

行
こう

の口
こう

座
ざ

をつくったりできません。選
せん

挙
きょ

にも参
さん

加
か

できません。

世界中で2000年に生
う

まれた子どもの41％、なんと5000万
まん

人
にん

以
い

上
じょう

がこうした登
とう

録
ろく

をされずにい

ます。その結
けっ

果
か

、予防接種などの保
ほ

健
けん

サービスを受けたり、学校に通
かよ

ったりすることがむずかしく

なっています。

出
しゅっ

生
しょう

登
とう

録
ろく

こそが、教
きょう

育
いく

や健
けん

康
こう

の権
けん

利
り

、名
な

前
まえ

や家
か

族
ぞく

の権
けん

利
り

、搾
さく

取
しゅ

や虐
ぎゃく

待
たい

から守られる権
けん

利
り

を保
ほ

障
しょう

するための、第
だい

一
いっ

歩
ぽ

なのです。

は 

しゅっ 

う 

けん り 

しょう とう ろく 
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都
と

市
し

部
ぶ

より農
のう

村
そん

部
ぶ

の子どもの方
ほう

が登
とう

録
ろく

を受
う

けられないことが多く、両
りょう

親
しん

が読
よ

み書
か

きできないとその子どもも登録されにくく

なります。また、戦
せん

争
そう

などのために

孤
こ

児
じ

になったり、家
か

族
ぞく

と別
わか

れてし

まった子どもも登録を受けにく

くなります。難
なん

民
みん

や避
ひ

難
なん

民
み

の子どもは、もっとも

登録がむずかしいと

います。

生
う

ま

出
しゅっ

生
しょう

登
とう

録
ろ

受
う

けられな
子どもって

？

ストーリー 

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★ 

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★ 

マリア

です。1

笑
わら

い声
ごえ

を

所
しょ

のどん

マリア

た。だ

0
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100
(%)

サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ 
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南
ア
ジ
ア 
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中
東
／
北
ア
フ
リ
カ 

31

東
ア
ジ
ア
／
太
平
洋
諸
国 

22

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
／
カ
リ
ブ
海
諸
国 

14

旧
ソ
連
と
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
バ
ル
ト
海
諸
国
 

10

先
進
工
業
国 

2

世
界
全
体 

41
い  

な
ん 

せ  

か
い 

ぜ
ん 

た
い 

み
な
み 

ち
ゅ
う
と
う 

た
い 

へ
い 

よ
う 

し
ょ 

こ
く 

か
い 

し
ょ 

こ
く 

か
い 

し
ょ 

こ
く 

せ
ん
し
ん 

こ
う
ぎ
ょ
う
こ
く 

き
ゅ
う 

れ
ん 

ひ
が
し 

ひ
が
し 

©UNICEF/Angola

マリアとヨネアレンが登録されるまで 
［ベネズエラ］ 

とうろく 

登録
とうろく

されていない赤
あか

ちゃんの地
ち

域
いき

別
べつ

の割
わり

合
あい

（2000年）
（出典：UNICEF, 2001）
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書
か

民
みん

も出生

といわれて

たとえば、ネパールでは、多
おお

くの少
しょう

女
じょ

が国
こっ

境
きょう

をこえてインドへ売
う

られています。

大
だい

都
と

市
し

へつれていかれ、買
かい

春
しゅん

などの犠
ぎ

牲
せい

になってい

るのです。しかし、出
しゅっ

生
しょう

登
とう

録
ろく

書
しょう

がない少女が多
おお

く、

警
けい

察
さつ

も捜
そう

査
さ

に積
せっ

極
きょく

的
てき

ではありません。その子の年
ねん

齢
れい

や国
こく

籍
せき

などが証
しょう

明
めい

できないからです。まだ、はっきり

としたデータはありませんが、世界では、1年
ねん

間
かん

に120

万人もの子どもが人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

の犠
ぎ

牲
せい

になっているといわれて

います。追
つい

跡
せき

調
ちょう

査
さ

がむずかしい出
しゅっ

生
しょう

登
とう

録
ろく

のない子ど

もはもっともねらわれやすいのです。

まれた赤
あか

ちゃんが出
しゅっ

生
しょう

登
とう

録
ろく

されている割
わり

合
あい

（2000年
ねん

）

90％以
い

上
じょう

70～89％

40～69％

39％未
み

満
まん

データなし、
または

出
しゅっ

生
しょう

登
とう

録
ろく

の
システムがない

録
ろく

を

ない
て…

？

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

ア・ジョセフィーナ・ベオモンは、26歳
さい

のおかあさん

歳
さい

9ヶ月になった娘
むすめ

のヨネアレンがそばで楽
たの

しそうな
え

をあげています。でも、この2人の名
な

前
まえ

は、政
せい

府
ふ

や役
やく

んな記
き

録
ろく

にものっていません。

アは生まれたときに、出
しゅっ

生
しょう

登
とう

録
ろく

を受
う

けられませんでし

だから、娘
むすめ

のヨネアレンも登録することができなかっ

たのです。

「もし子どもが病
びょう

気
き

になっても、病
びょう

院
いん

ではみてくれ

ません。だって、わたしがこの子の母
はは

親
おや

だとは証
しょう

明
めい

できないのですもの。手
しゅ

術
じゅつ

が必
ひつ

要
よう

になっても、わた

しにはそれを認
みと

めるサインをすることもできないの

です。とてもおそろしいです」とマリアは話
はな

します。

でも、登
とう

録
ろく

をしようと思っても、それはマリアやヨネアレ

ンにはとてもむずかしいことです。なぜなら、車
くるま

で20時
じ

間
かん

も

かかる街
まち

の裁
さい

判
ばん

所
しょ

まで行
い

かなければならないうえに、その作
さ

業
ぎょう

は時
じ

間
かん

もお金
かね

もかかるからです。

ベネズエラには2500万
まん

人
にん

の人が住
す

んでいて、そのうちの

半
はん

分
ぶん

が18歳
さい

未
み

満
まん

の子どもです。ユニセフは、そのうち100

万
まん

人以
い

上
じょう

が出
しゅっ

生
しょう

登
とう

録
ろく

されていないと

考
かんが

えています。

ある日、マリアの住
す

むと

ころで新しいシステムがは

じまりました。デフェンソ

リアとよばれる施
し

設
せつ

がオー

プンし、そこでは、出
しゅっ

生
しょう

登
とう

録
ろく

から生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

のお金
かね

を使
つか

い込
こ

ん

でしまう父
ちち

親
おや

の対
たい

処
しょ

まで、簡
かん

易
い

裁
さい

判
ばん

所
しょ

のようなことをしてく

れます。そして、すべて無
む

料
りょう

なのです。今では、ベネズエラ

全体で、175ヶ所
しょ

以
い

上
じょう

ののデフェンソリアがオープンしまし

た。毎
まい

日
にち

50件
けん

もの依
い

頼
らい

が入
はい

るところもあります。子どもの権
けん

利
り

を守
まも

るための地
ち

域
いき

の中
ちゅう

心
しん

になっているのです。

無
ぶ

事
じ

に登録がすんだマリアとヨネアレン。いつもと同
おな

じよ

うにヨネアレンは笑
わら

い声
こえ

をあげています。これからは何
なに

かを

心
しん

配
ぱい

しつづけなくてもいいし、みんなが自分を認
みと

めてくれる。

そう思
おも

うと、今日は、マリアもヨネアレンといっしょに心
こころ

か

ら笑えるような気
き

持
も

ちになりました。

登
とう

録
ろく

されている

割
わり

合
あい

が…

しゅっ  しょう  とう  ろく 
じん   しん   ばい   ばい 

アンゴラ、キトの国
こく

内
ない

避
ひ

難
なん

民
みん

キャンプで

おこなわれている出
しゅっ

生
しょう

登
とう

録
ろく

のようす

（出典：UNICEF, 2001）

※この地
ち

図
ず

は国
こっ

境
きょう

などの法
ほう

的
てき

地
ち

位
い

について

ユニセフの立
たち

場
ば

を示
しめ

すものではありません。

2001年に

主
おも

な武
ぶ

力
りょく

紛
ふん

争
そう

が
おこったところ

（出典：2003年世界子供白書）
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「子どもの人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

」なんて聞
き

いたことがない、という人も多
おお

いかもしれません。子どもがモノのように売
う

り

買
か

いされるなんて、どこか別
べつ

の世
せ

界
かい

の話
はなし

のような気
き

がするかもしれません。でも、世界には家
か

族
ぞく

とはなれて働
はたら

き

に出
で

たり、モノのように売り買いされている子どもたちがいるのは本
ほん

当
とう

のことです。

2月
がつ

22日
にち

に開
ひら

かれた「ユニセフ子どもワークショップ2003」では、どうしてそんなことがおきるんだろう、

それをなくすためにはどんなことができるんだろう、そんな疑
ぎ

問
もん

をみんなでぶつけあってみました。午
ご

後
ご

には、ア

ジア7カ国
こく

で活
かつ

躍
やく

するNGOのスタッフやユニセフの現
げん

地
ち

職
しょく

員
いん

17人が参
さん

加
か

して、さまざまな話
はなし

を聞
き

きました。

「子ども活
かつ

動
どう

プランナー」に応
おう

募
ぼ

してくれたネットワーカー6人から

の報
ほう

告
こく

です。

「プンとミーチャのものがたり」のビデオを見
み

た後
あと

、7つのグループに

分かれて、q 悲
かな

しかったこと w 嫌
いや

なこと e 良
よ

かったこと r 変
か

わっ

てほしいことt 自分たちにできること、について話
はな

し合
あ

いました。

のグループでは次
つぎ

のような意
い

見
けん

が出
で

ました。

q ・おとなの利
り

益
えき

のために子どもを売
う

り、物
もの

のように扱
あつか

うこと

・人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

がいろいろな所
ところ

で起
お

こっていて、またその現
げん

状
じょう

を知
し

らないこと

w ・おとなの身
み

勝
がっ

手
て

で子どもをあつかうこと、

・おとなが子どもに暴
ぼう

力
りょく

をふるったり、だましたりすること

e ・希
き

望
ぼう

を捨
す

てずに、おたがいに支
ささ

え合える友
とも

達
だち

がいたこと

・つらい経
けい

験
けん

を話
はな

すことで、多
おお

くの人
ひと

が現
げん

状
じょう

を知ることができたこと

r ・教
きょう

育
いく

を受
う

けるなどして、人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

の現
げん

状
じょう

について知
し

っていればよかった

・子どもを勝
かっ

手
て

に売
う

らない

t ・おとなも正
ただ

しい情
じょう

報
ほう

を知
し

らないから、多
おお

くの人
ひと

に伝
つた

えたり教
おし

えたりしてほしい

・ユニセフなどに協力
きょうりょく

してもらって、子どもを保
ほ

護
ご

する施
し

設
せつ

を建
た

てたり、

薬
くすり

を提供
ていきょう

したりする

発
はっ

表
ぴょう

のときには、模
も

造
ぞう

紙
し

に絵
え

を書
か

いてカラフルに仕
し

上
あ

げたり、人
にん

形
ぎょう

劇
げき

のような

かたちで発
はっ

表
ぴょう

したり、各
かく

グループで工
く

夫
ふう

しました。 （内
うち

田
だ

沙
さ

希
き

16歳）

私のグループで出
で

た意
い

見
けん

は、次
つぎ

のようなものでした。人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

をする悪
わる

いおとなは、

自
じ

分
ぶん

の利
り

益
えき

しか考
かんが

えていない。子どもの権
けん

利
り

を無
む

視
し

し、平
へい

気
き

で子どもを物
もの

のよう

に扱
あつか

うことができる。私
わたし

達
たち

にできることとして、人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

という現
げん

状
じょう

をなるべくたくさ

んの人に知
し

ってもらい、人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

から子どもを守
まも

ることができる良
よ

いおとなになっても

らうこと。今
いま

の自
じ

分
ぶん

達
たち

の環
かん

境
きょう

を当
あ

たり前
まえ

のこととしてとらえないこと。人を思
おも

いやる心
こころ

を忘
わす

れないこと。また、人身売買の被
ひ

害
がい

にあわないために、正しい教
きょう

育
いく

や情
じょう

報
ほう

を得
え

られ

る環
かん

境
きょう

が必
ひつ

要
よう

だ、などなど。悪いおとなだって幼
おさな

い時
とき

はきっと純
じゅん

粋
すい

な心
こころ

を持
も

っていたと

思
おも

います、心のどこかにまだ残
のこ

っているはずの純粋な部
ぶ

分
ぶん

を表
おもて

に引
ひ

き出
だ

せればいいのに

なあと思
おも

いました。 （須
す

賀
が

知
ち

佐
さ

子
こ

13歳）

ミーチャがエイズになって、死
し

んでしまうという悲
かな

しい場
ば

面
めん

を見
み

て、涙
なみだ

を

こらえるのが精
せい

一
いっ

杯
ぱい

でした。ミーチャのようにエイズに感
かん

染
せん

し、死
し

んで

しまった罪
つみ

のない子
こ

どもがこの世
せ

界
かい

に何
なん

人
にん

いるのでしょうか。可
か

哀
わい

想
そう

で可哀想

で胸
むね

がしめつけられる思
おも

いです。わたしは無
む

理
り

に働
はたら

か

されることもなく、学
がっ

校
こう

にも行けて、おいしくて栄
えい

養
よう

のあるご飯
はん

を毎
まい

日
にち

食
た

べられる、それが普
ふ

通
つう

だと思って

いました。世界にはプンやミーチャのような子どもが

たくさんいて毎日死
し

ととなり合わせで暮
く

らしているの

です。そのことを忘
わす

れないで生きていきたいと思いま

した。 （神
かみ

谷
や

芽
め

里
り

14歳）

一
いち

番
ばん

多
おお

かった意
い

見
けん

は、おとなが子
こ

どもを勝
かっ

手
て

に売
う

っ

てしまうのはいけない、ということでした。この物
もの

語
がたり

を見
み

て「よかったところはどこ？」と聞
き

かれ、みんな

の答
こた

えは一つになりました。それは友
とも

達
だち

と助
たす

け合
あ

い、夢
ゆめ

をあきらめず支
ささ

え合
あ

ったことでした。親
おや

は自
じ

分
ぶん

の子
こ

ども

を売った後
あと

に、その子が暴
ぼう

力
りょく

を受
う

けて苦
くる

しんでいること

を知
し

らずにいる。そんなおとなは許
ゆる

せないと思いました。

（マーシー・ローズリン・萌
もえ

実
み

13歳）

門
もん

番
ばん

が居
い

眠
ねむ

りをしていなかったらプンとミーチャはどうなっていたんだろ

う、どんなひどい状態
じょうたい

でも学
がっ

校
こう

のことを知
し

っていて、エイズのことを

知っていたらどうなっていただろうか？プンが自
じ

分
ぶん

の体
たい

験
けん

したことを村
むら

の人
ひと

たちへ話
はな

してくれてよかった、などの意
い

見
けん

が出ました。ぼくの班
はん

では意見を

物
もの

語
がたり

の流
なが

れ通
とお

りに置
お

きかえて整
せい

理
り

しました。代
だい

表
ひょう

的
てき

な意
い

見
けん

は、好
す

き勝
かっ

手
て

す

るおとながいなければミーチャが死
し

ぬことはなかったというものでした。

（丸
まる

竹
たけ

拓
たく

也
や

13歳）

プンは、南
みなみ

の国
くに

の小さな村
むら

に住
す

む12歳
さい

の女
おんな

の子
こ

。お金
かね

はないけれど、みんなでな

かよく暮
く

らしていました。ある日
ひ

、村
むら

にテレビという名
な

の箱
はこ

がやってきました。み

んな不
ふ

思
し

議
ぎ

な箱
はこ

におおさわぎ。持
も

ってきた男
おとこ

が、プンのおとうさんにささやきま

す。「プンを都
と

会
かい

に働
はたら

きに行かせなよ。子
こ

守
も

りの仕
し

事
ごと

さ。それでこの箱
はこ

の代
だい

金
きん

に

なるよ」 都
と

会
かい

へのあこがれもあり、弟
おとうと

や妹
いもうと

もよろこばせたかったプンは、働
はたら

きに行
い

くと答
こた

えました。

でも、プンの連
つ

れていかれたところは、洋
よう

服
ふく

工
こう

場
じょう

。毎
まい

日
にち

朝
あさ

から晩
ばん

まで休
やす

みもな

く、食
しょく

事
じ

も十
じゅう

分
ぶん

与
あた

えられず、つらい仕
し

事
ごと

をさせられます。なぐられたりもします。

そんなとき、工
こう

場
じょう

の見
み

はりの男がプンに話
はな

しかけます。「もっとかせぎのいい仕
し

事
ごと

があ

るんだ。紹
しょう

介
かい

してやってもいいよ」 プンは男
おとこ

を信
しん

用
よう

しました。1日
にち

でも早
はや

く家
いえ

に帰
かえ

りたかっ

たのです。でも、連
つ

れていかれたところは薄
うす

暗
くら

い一
いっ

軒
けん

屋
や

。閉
と

じこめられ、プンは毎日、何
なん

人
にん

もの男
おとこ

に乱
らん

暴
ぼう

される

ようになってしまったのです。

毎
まい

日
にち

泣
な

いていたプンに、同
おな

じところではたらかされていたミーチャという友
とも

達
だち

ができま

した。プンとミーチャはおたがいにはげましあうようになりました。

そんなある夜
よる

、見
み

はりが居
い

眠
ねむ

りをしている間
あいだ

に二人
ふたり

は逃
に

げ出
だ

し、施
し

設
せつ

に保
ほ

護
ご

されます。でも、ミーチャはすでにエイズにかかっていて、「いっしょに

学
がっ

校
こう

に行
い

きたかった」という言
こと

葉
ば

を残
のこ

して亡
な

くなってしまいます。プンは、

今では、施
し

設
せつ

に逃
に

げてきた女
おんな

の子
こ

の世
せ

話
わ

をし、プンやミーチャのような

少
しょう

女
じょ

がうまれないように、山
やま

の村
むら

をまわって話
はなし

を続
つづ

けています。
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をなくしたい！ 

じん しん ばい ばい 

子どもの 

ご　　ぜん 

私

10:00 ～ 10:30 今日
きょう

の「わくわく・ドキドキをおしえて！」

10:30 ～ 10:50 ようこそ＆当
とう

日
じつ

の説
せつ

明
めい

10:50 ～ 11:15 アイスブレーキング（ヒューマン・チェーン）

11:15 ～ 11:30 ビデオ「プンとミーチャのものがたり」

11:30 ～ 1:20 昼
ちゅう

食
しょく

をとりながらグループで話
はな

し合
あ

い

1:20 ～ 2:00 グループからの発表
はっぴょう

2:00 ～ 2:10 海外
かいがい

ゲストの紹
しょう

介
かい

2:10 ～ 3:05 海外ゲストに聞いてみよう、アジアの子どもの人身売買

3:05 ～ 3:50 みんなの意
い

見
けん

おしえて！（各グループからの発表
はっぴょう

）

3:50 ～ 4:05 海外
かいがい

ゲストのかたへの質
しつ

問
もん

コーナー

4:05 ～ 4:30 だれかへの手
て

紙
がみ

で自分にできることを伝
つた

えよう

プログラム

あらすじ 
子どもの権利を買わないで 

けん り か 

ンとミーチャのものがたり」を見
み

て上のq ～t についてまとめた結
けっ

果
か

、人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

で子
こ

どもを

「モノ」のように扱
あつか

うおとな達
たち

は子どもの人
じん

権
けん

を無
む

視
し

しているし、そういった勝
かっ

手
て

なおとながた

くさんいることは問
もん

題
だい

である。傷
きず

ついた子どもを保
ほ

護
ご

する施
し

設
せつ

があってよかった。思いやりのある心
こころ

の存
そん

在
ざい

は大切
たいせつ

である。人身売買の恐
おそろ

ろしさをみんなに伝わらせる教
きょう

育
いく

が重要で、私たちはこういった事実から知っ

ていくべきであるなどの意見から、q 「子どもの権
けん

利
り

無
む

視
し

」w 「勝
かっ

手
て

なおとな」e 「心
こころ

と心
こころ

」r 「教
きょう

育
いく

」

t 「知
し

ることからはじめよう」というキーワードにまとめました。 （藤
ふじ

田
た

温
はる

乃
の

15歳）

「プ

最初にみんなでゲームを
しながらリラックスして
なかよくなりました。

プンとミーチャの
ビデオを見た後の
グループごとの話
し合いのようす

グループでの話し合いを
みんなに発表しました。
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アジア7カ国（タイ、ベトナム、カンボジア、ミャンマー、フィリピン、ラオス、バングラデシュ）から来

らい

日
にち

していた子どもの

人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

を防
ぼう

止
し

する活
かつ

動
どう

をしているNGOのスタッフやユニセフの現
げん

地
ち

職
しょく

員
いん

から、グループごとに話
はなし

を聞きました。

フィリピン・グループ
ユニセフのヴィクトリア・ジュアットさんと、

NGOのドロレス・アルフォルテさんからお話
はなし

を聞
き

きました。フィリピンは、島が集
あつ

まって

できている国で、島と島の間
あいだ

で人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

がお

こなわれているそうです。ひとつの家
か

庭
てい

に

4～6人
にん

の子どもがいて、生
せい

活
かつ

が大
たい

変
へん

で、小
しょう

学
がっ

校
こう

さえ卒
そつ

業
ぎょう

できない子もいます。ストリー

トチルドレンが多
おお

く、物
もの

ごいをして生
せい

活
かつ

して

います。お腹
なか

がすくのをまぎらわすために麻
ま

薬
やく

を使っていることもあるそうです。そのた

めにマフィアによって管
かん

理
り

され、バーなどで

働
はたら

かされることもあるそうです。

一
いち

番
ばん

衝
しょう

撃
げき

を受けたのは、ドロレスさんの経
けい

験
けん

談
だん

です。1993年に東
とう

京
きょう

を訪
おとず

れたドロレスさ

んが、調
ちょう

査
さ

のために日本のポルノ雑
ざっ

誌
し

を買
か

っ

たら、そこに7～9歳
さい

、11～15歳ぐらいと

思
おも

われるフィリピンの子どもが裸
はだか

のままうつっ

ていました。雑誌を持
も

って帰
かえ

り子どもたちを

さがしたところ、首
しゅ

都
と

マニラの貧
まず

しい人びと

が暮
く

らす場
ば

所
しょ

にいるのを見つけたそうです。子

どもたちに話
はなし

を聞
き

くと、フィリピンのさまざ

まな地
ち

域
いき

や島
しま

からここに連
つ

れて来
こ

られ、日
にっ

本
ぽん

人
じん

に管
かん

理
り

されているというのです！　なかに

はマニラで過
す

ごした後、日本に連
つ

れて行
い

かれ

る子どももいるといいます。現在フィリピン

政
せい

府
ふ

に捕
つか

まっている日本人もいるらしく、話

を聞いているだけでも、同じ日本人としてと

ても恥
は

ずかしかったです。

ベトナム・グループ
ベトナムでは、1979年

ねん

に社
しゃ

会
かい

の刷
さっ

新
しん

政
せい

策
さく

「ドイ・モイ」が

はじまった。これにより、経
けい

済
ざい

にも資
し

本
ほん

主
しゅ

義
ぎ

的
てき

な仕
し

組
く

みが取
と

り入
い

れられ、人びとの生
せい

活
かつ

も豊
ゆた

かになったが、人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

の問
もん

題
だい

が起
お

こりはじめたのはドイ・モイがはじまってからである。

ベトナムには、50以
い

上
じょう

の民
みん

族
ぞく

が暮
く

らしていて、経
けい

済
ざい

的
てき

に貧
まず

しい少
しょう

数
すう

民
みん

族
ぞく

が人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

に利
り

用
よう

されやすい。最近は政
せい

府
ふ

の

防
ぼう

止
し

キャンペーンの情
じょう

報
ほう

が伝
つた

わるようになってきたが、まだ

増
ぞう

加
か

の傾
けい

向
こう

にある。防
ぼう

止
し

に協
きょう

力
りょく

することが最
さい

初
しょ

にやらなけれ

ばならないことである。

私はこのワークショップで日本人がおこなっている行
こう

為
い

を改
あらた

めて知
し

り、日本で人身売買がどれだけ軽
かる

く受
う

け

止
と

められているかを感
かん

じざるを得
え

ませんでした。先
せん

進
しん

国
こく

が、お金
かね

を武
ぶ

器
き

に他
た

国
こく

の子どもの人
じん

権
けん

を奪
うば

うという

ことは絶
ぜっ

対
たい

にあってはならないことで、もっとほかに

やるべき役
やく

割
わり

があるのではないでしょうか？ 多
おお

くの人

に関
かん

心
しん

を持
も

ってもらうためにも、みんなでこの問
もん

題
だい

を

伝
つた

えていかなければならないと思
おも

いました。内田沙希

日本のぼくたちは結
けっ

構
こう

裕
ゆう

福
ふく

なのでそのことを頭
あたま

におい

て生
せい

活
かつ

しようと思います。またぼくたちが将
しょう

来
らい

おとな

になった時、人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

をしないことがぼくたちにでき

る最
さい

大
だい

のことだと思います。 丸竹拓也

現
げん

地
ち

で働
はたら

く人から直
ちょく

接
せつ

お話
はなし

をうかがえたことは貴
き

重
ちょう

な

体
たい

験
けん

でした。自
じ

分
ぶん

が、ある程
てい

度
ど

、距
きょ

離
り

をもって「人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

」について考
かんが

えていることに気
き

付
づ

かされたように

思います。どこか他
た

人
にん

事
ごと

という感
かん

じがぬぐい去
さ

れてい

なかったということです。ハンさんは「腹
はら

立
だ

たしい」

とか「悲
かな

しい」といった感
かん

情
じょう

を表
あらわ

す言
こと

葉
ば

を使
つか

われませ

んでした。感情を飛
と

び越
こ

えて、事
じ

実
じつ

を知
し

ってほしいと

いう気
き

持
も

ちが伝
つた

わってきました。今、私は自分の身体
からだ

を売
う

り物
もの

にしなければならない、させられている子ど

も達がいることを本
ほん

当
とう

に悲
かな

しく思
おも

います。そして、子

どもでお金
かね

もうけをするおとなのずるがしこさも悲
かな

し

く思うのです。ワークショップで見
み

たこと、聞
き

いたこ

とを、自分の内
うち

に留
とど

めず、周
まわ

りの人に発
はっ

信
しん

することを、

ある種
しゅ

の使
し

命
めい

だと思って、行
こう

動
どう

していきたいと思
おも

いま

す。 藤田温乃

どのグループの発
はっ

表
ぴょう

を聞いても「子どもの人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

」

は絶
ぜっ

対
たい

にいけないことだと強
つよ

く思いました。子どもの

人身売買をなくすためにどうしたらよいか話
はな

し合いま

したが、ほとんどの人が、厳
きび

しい法
ほう

律
りつ

を作
つく

ってやめさ

せるのがよいという意
い

見
けん

でした。私も法律を作

ることは大
たい

切
せつ

だと思
おも

いますが、それだけではな

くおとなが働
はたら

くことができるような仕
し

事
ごと

をたく

さん作
つく

ることが必
ひつ

要
よう

だと思います。おとなが働

いて給
きゅう

料
りょう

をもらえれば、子ども達にご飯
はん

をたべ

させることができるようになります。そうすれ

ば子ども達
たち

は安
あん

心
しん

して学
がっ

校
こう

へ行けるようになる

と思
おも

います。 マーシー・ローズリン・萌実

初
しょ

対
たい

面
めん

の人たちと話し合ったりするのは初
はじ

めてで緊
きん

張
ちょう

しましたが、よい経
けい

験
けん

になりました。一
いち

番
ばん

心
こころ

に残
のこ

った

のはわたしたちと同
どう

年
ねん

代
だい

の子が人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

の犠
ぎ

牲
せい

になっ

ていたことです。同
おな

じ命
いのち

としてこの世
よ

に生まれてきた

のに、毎日毎日生きるために体
からだ

を売り、好
す

きでもない

ことをさせられ苦
くる

しんでいる子どもがたくさんいます。

わたしはこの現
げん

状
じょう

をより多くの人に伝
つた

えたい。多
おお

くの

人の心
こころ

に訴
うった

えたいです。子どものことを真
しん

剣
けん

に考
かんが

えて

下さい。子どもの権
けん

利
り

を守り、同じ人
にん

間
げん

だと理
り

解
かい

して

下さい。やめて下さい、人身売買。 神谷芽里

子ども達は、自分は生きる権
けん

利
り

があるんだ、というこ

とをおとなに訴
うった

えないといけないなと思いました。人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

の問
もん

題
だい

に直
ちょく

接
せつ

働
はたら

きかけたりすることはできない

かもしれないけれど、今、自分にできることをどんど

ん実
じっ

践
せん

していきたいと考
かんが

えています。

須賀知佐子

そのほかのグループで話されたこと

ミャンマー・グループ
1990年代に働

はたら

き先
さき

を求
もと

めて、多
おお

くの子
こ

どもがタイや中
ちゅう

国
ごく

に出ていった。1999年の調
ちょう

査
さ

の結
けっ

果
か

、そうし

た子どもたちが人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

、児
じ

童
どう

労
ろう

働
どう

、麻
ま

薬
やく

、エイズなどの問
もん

題
だい

に直
ちょく

面
めん

していることがわかった。タイな

どでは、働
はたら

かせるために子どもに麻
ま

薬
やく

を飲
の

ませていることさえある。麻薬を飲むと、気
き

分
ぶん

がたかまって、

よく働
はたら

くようになる。けれど、麻薬中毒になってしまう。ミャンマーには、人身売買を防ぐための政府の

委
い

員
いん

会
かい

や警
けい

察
さつ

があるが、女の子たちは表
おもて

ざたになることをいやがって、あまりうったえたりしない。

ラオス・グループ
ラオスでは、6月から12月の雨

う

季
き

の間
あいだ

、多くの若
わか

者
もの

がタイへ出
で

稼
かせ

ぎに行く。はじめは、ウェイトレスに

なったり、工
こう

場
じょう

で働
はたら

いたりするが、性
せい

産
さん

業
ぎょう

に巻
ま

き込
こ

まれる人
ひと

も出
で

てくる。子どもの人身売買には、仲
ちゅう

介
かい

者
しゃ

がいて、時
とき

には警
けい

察
さつ

が手
て

を組
く

んでいることもある。一
いち

番
ばん

の予
よ

防
ぼう

方
ほう

法
ほう

は、生
せい

活
かつ

能
のう

力
りょく

を高
たか

め、知
ち

識
しき

を持
も

つ

こと。他
ほか

に現
げん

金
きん

収
しゅう

入
にゅう

を増
ま

やすためのプログラムなどがおこなわれている。

タイ・グループ
子どもを買

か

うおとなは、タイ人
じん

だけでなく、外
がい

国
こく

人
じん

もいる。子
こ

どもは監
かん

禁
きん

され、逃
に

げればひどい罰
ばつ

を受
う

け

る。長
ちょう

期
き

的
てき

なケアができる保
ほ

護
ご

施
し

設
せつ

などは不
ふ

足
そく

している。人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

を禁
きん

止
し

する法律
ほうりつ

もあるが、警
けい

察
さつ

はあ

まりきびしく取
と

りしまろうとはしていない。タイ国
こく

内
ない

での人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

は減
へ

っていても、まわりの貧
まず

しい国
くに

か

ら少し豊
ゆた

かなタイへ人が流
なが

れてくるので、人身売買の件
けん

数
すう

は増
ふ

えている。防
ぼう

止
し

がもっとも大切。そして、

救
きゅう

出
しゅつ

し、保
ほ

護
ご

すること。もし自
じ

分
ぶん

の身
み

に起
お

こったら何
なに

をして

ほしいか、それを考
かんが

えればすべきことがわかるはず。

かん 

Philippines
いくつか質

しつ

問
もん

も出ました。

Q. 人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

の原
げん

因
いん

でもある貧
ひん

富
ぷ

の格
かく

差
さ

の原
げん

因
いん

は何
なん

ですか？

A.人じん口こうの40％以上が貧ひん困こん層そうの暮くらしをしています。原因に
はフィリピンがにほかの国

くに

によって支
し

配
はい

されてきた歴
れき

史
し

があ

げられます。300年
ねん

前
まえ

にはスペインの植
しょく

民
みん

地
ち

で、その後ア

メリカや日本にも支
し

配
はい

され、独
どく

裁
さい

政
せい

権
けん

（マルコス政
せい

権
けん

）が20

年
ねん

続
つづ

きました。

Q.日本の援
えん

助
じょ

交
こう

際
さい

についてどう思
おも

いますか？

A.日本の子どもとフィリピンの子どもは環かん境きょうが違ちがいます。自みずか

ら進
すす

んでそんなことをやることはフィリピンではありません。

Q.私
わたし

たちに何
なに

ができますか？

A.世せ界かい中じゅうでこれだけ人じん身しん売ばい買ばいが起おきていることを話はなし、子ど
も買
かい

春
しゅん

は犯
はん

罪
ざい

だと教
おし

えて

ほしいです。お金
かね

を出
だ

さ

れてしまうと貧
まず

しいので

断
ことわ

ることができません。だ

から、お金
かね

はほかのこと

に使
つか

ってほしのです。ぜ

ひみなさんも一
いち

度
ど

フィリ

ピンに来
き

て、現
げん

実
じつ

を知
し

り

生
せい

活
かつ

を体
たい

験
けん

してください。

そして、犯
はん

罪
ざい

をしなくて

も十
じゅう

分
ぶん

に楽
たの

しい国
くに

だと伝
つた

えてほしいです。

（内田 沙希） 各グループごとに、聞いたお話をもとに、人身売買の
さまざまな場面を再現しました。各国の状況などが、
それぞれ特徴のある発表で報告されました。

参加者は最後に、人型に切りぬかれた画用紙に、
自分の似顔絵と自分がこれからやりたいことや
メッセージを手紙にして書きました。それを大
きな模造紙に手をつないでいるようにはってい
きました。

カンボジア・グループ
「OUR HOME（私たちの家）」というNGOで活

かつ

動
どう

しているハン・ビボルさんの話
はなし

を聞きまし

た。カンボジアではストリートチルドレンの数
かず

が1万
まん

人
にん

を超
こ

え、問
もん

題
だい

が深
しん

刻
こく

になっています。そ

こでストリートチルドレンの保
ほ

護
ご

のためのセンターがつくられ、昼
ひる

間
ま

子どもたちが過
す

ごせる

ようになっているそうです。保護された子どもの中には体
からだ

を売って生
せい

活
かつ

してきた子も

たくさんいます。

ある男
おとこ

の子の話
はなし

です。お母
かあ

さんは離
り

婚
こん

し、新
あたら

しいお父
とう

さんが一
いっ

緒
しょ

に暮
く

らすこと

になりました。新しいお父さんはよく暴
ぼう

力
りょく

をふるい、男の子は家にいられな

くなってしまいました。男の子は街
まち

でいろいろなことをして働
はたら

きます。夜
よる

は

体を売ります。そのうち、男の子のお母さんも、彼
かれ

が働くお金
かね

で生活するよ

うになりました。お金がなくなると、お母さんは子どもの体
たい

調
ちょう

を気にもせず

に背
せ

中
なか

をポンと押
お

して、また働きに行かせます。お金がない日は、ホテルの

ゴミ箱
ばこ

で食
た

べ残
のこ

しを拾
ひろ

って食べます。それが続
つづ

くと、お母さんは自分の子ども

を売
う

り、そのお金で食
た

べ物
もの

を買
か

っているそうです。今、この男の子はセンターに

保
ほ

護
ご

されています。センターでは、美
び

容
よう

師
し

になるためのことなどが教
おし

えられています。

お金を手に入れるために体を売ることしかできないのでしょうか、とたずねてみると、「他
ほか

に

も靴
くつ

みがきや車
くるま

をあらうなどの仕
し

事
ごと

がある。でも一
いち

番
ばん

手
て

っ取
と

り早
ばや

くお金
かね

が手
て

に入
はい

るのが体
からだ

を売
う

る

こと。1回で5ドル～20ドルになる。（およそ600円～2400円、カンボジアでは1日3食、1週
しゅう

間
かん

は食べることができる金
きん

額
がく

）」と教えてくれました。生
い

き抜
ぬ

くには、自分の体を売るという選
せん

択
たく

肢
し

を選
えら

ばざるを得
え

ないという現
げん

実
じつ

がたしかにあります。

（マーシー・ローズリン・萌実、神谷芽里、藤田温乃）

バングラデシュ・グループ
バングデシュのミザヌー・ラーマンさんが来

き

てくれました。ラーマンさんは25年
ねん

前
まえ

に活
かつ

動
どう

をはじめました。バングラデシュ

では、年
ねん

間
かん

1万人から2万人もの子どもや女
じょ

性
せい

がいろんな商
しょう

品
ひん

や食
た

べ物
もの

などに誘
ゆう

惑
わく

されて、人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

の犠
ぎ

牲
せい

になっているそうです。人身売買される子どもの主
おも

な利
り

用
よう

方
ほう

法
ほう

は、ラクダレース、性
せい

の対
たい

象
しょう

、目
め

・頭
ず

蓋
がい

骨
こつ

・心
しん

臓
ぞう

などの臓
ぞう

器
き

を取
と

って売
う

る、など。売られていく場
ば

所
しょ

は主
おも

に中
ちゅう

東
とう

だそうです。また親
しん

せきの間
あいだ

でも人身売買がおこなわれているそうです。

ラーマンさんが活動をはじめたころにくらべて人身売買は減
へ

ってきているそう

ですが、犯
はん

罪
ざい

組
そ

織
しき

化
か

されてきているそうです。きびしい法
ほう

律
りつ

があるそうです

が、人身売買をしている人たちは、

道
どう

徳
とく

心
しん

がなく、ずるがしこいのでな

かなか取
と

りしまることができないそう

です。また団
だん

体
たい

に脅
きょう

迫
はく

電
でん

話
わ

がかかっ

てくることもあるそうです。ラーマンさ

んの団体で助
たす

けている子どもの数は年
ねん

間
かん

約

400人だそうです。売買されている子どもや女

性の数、1万や2万にはまだ遠
とお

くおよびません。

（丸竹拓也、須賀知佐子）

Cambodia

Myanmar

Laos

Thailand

Vietnam

Bangladesh

各国で活動するNGOやユニセフのスタッフから
話を聞く参加者たち。リラックスしていろいろな
質問をすることができました。
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ユニセフ子どもネット事
じ

務
む

局
きょく

(日本ユニセフ協会 広報室内)

住　所：〒108-8607
東京都港区高輪4-6-12

で ん わ：03-5789-2016
ファックス：03-5789-2036
電
でん

子
し

メール： jcuinfo@unicef.or.jp

署名
活動
署名
しょめい

活動
かつどう

セミナーセミナー

更新更新
こうしん

『2003年世
せ

界
かい

子
こ

供
ども

白
はく

書
しょ

』（日
に

本
ほん

語
ご

版
ばん

）

2～3ページでもご紹
しょう

介
かい

している通
とお

り、今年の白
はく

書
しょ

のテーマは「子ども参
さん

加
か

」

です。各
かっ

国
こく

で活
かつ

動
どう

をしている子どもたちの事
じ

例
れい

などが紹介されています。ご

希
き

望
ぼう

のネットワーカーには、1部
ぶ

まで無
む

料
りょう

でさしあげます。

『世
せ

界
かい

子
こ

供
ども

白
はく

書
しょ

2003』7分
ふん

キューバの幼
よう

児
じ

教
きょう

育
いく

プログラムやタイの子ど

も参
さん

加
か

を導
どう

入
にゅう

した学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

、アルバニアで10

代の子どもたちが作ったテレビ番
ばん

組
ぐみ

など、子

ども参
さん

加
か

をうながすためのプログラムの事
じ

例
れい

が報
ほう

告
こく

されています。

昨
さく

年
ねん

11月
がつ

11日
にち

と18日
にち

に学
がっ

校
こう

の授
じゅ

業
ぎょう

の一
いっ

環
かん

として、子どもの商
しょう

業
ぎょう

的
てき

性
せい

的
てき

搾
さく

取
しゅ

に関
かん

する発
はっ

表
ぴょう

をおこなった。タイ、フィリピン、カンボジア、ネパール各
かっ

国
こく

の

状
じょう

況
きょう

、子どもが東
とう

南
なん

アジアでどのように人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

されているか、子どもたちのこ

の問
もん

題
だい

に対
たい

するとりくみなどについて調
しら

べたことを、日
に

本
ほん

との関
かん

連
れん

も含
ふく

めて発
はっ

表
ぴょう

した。合
ごう

計
けい

で約１時
じ

間
かん

、手
て

作
づく

りのプリントとユニセフから貸
か

していただいたビデ

オを使
つか

っての発
はっ

表
ぴょう

に、クラスメイトの反
はん

応
のう

はさまざまだったが、ビデオに登
とう

場
じょう

す

る子どもたちの発
はつ

言
げん

や保
ほ

護
ご

者
しゃ

が子どもを売
う

っていることなどが衝
しょう

撃
げき

的
てき

のようだっ

た。発
はっ

表
ぴょう

前
まえ

には、この問題
もんだい

について知らないというクラスメイトがほとんどで、

知っていると答
こた

えた人は40人
にん

中5人
にん

だった。

被
ひ

害
がい

者
しゃ

ではない私が発
はっ

表
ぴょう

することに戸
と

惑
まど

いもあった。しかし、発表の１ヵ月
げつ

ほど前
まえ

に、学
がっ

校
こう

でタイで買
かい

春
しゅん

被
ひ

害
がい

者
しゃ

の女
じょ

性
せい

を助
たす

ける組
そ

織
しき

の方のお話
はなし

を聴
き

くチャンスがあり、私
わたし

達
たち

にできることの

ひとつとして“CREATE AWARENESS（意
い

識
しき

を生
う

み出
だ

すこと）”ということを挙
あ

げられていた。私
わたし

の発
はっ

表
ぴょう

を興
きょう

味
み

を持
も

ってきいてくれたクラスメイトもいて、私はこの発表

で、“CREATE AWARENESS”の機
き

会
かい

を少
すこ

しでも生か

すことができて良
よ

かったと思
おも

う。 大
おお

鳥
とり

由
ゆ

香
か

子
こ

（17歳）

学
がく

習
しゅう

会
かい

の時
とき

の話
はなし

し合
あ

いで、ハンド・

イン・ハンドに参
さん

加
か

しようと決
き

めた関
かん

西
さい

地
ち

域
いき

のネットワーカーが、1月4日

（土）午前10時～午後3時まで、神
こう

戸
べ

市内で街
がい

頭
とう

募
ぼ

金
きん

活
かつ

動
どう

をおこないました。

中
ちゅう

心
しん

となったネットワーカーたちが、

友
とも

達
だち

などにも呼
よ

びかけて、合計17人

の中
ちゅう

学
がく

・高
こう

校
こう

生
せい

が参
さん

加
か

し、124,555

円もの募金が集
あつ

まったそうです。

この冬
ふゆ

一
いち

番
ばん

と言
い

われた寒
さむ

さの中、高

校生は各学
がっ

校
こう

の制
せい

服
ふく

で参
さん

加
か

しました。

主
しゅ

催
さい

者
しゃ

6名（うちネットワーカー4名）

以
い

外
がい

にどれくらいの人が参
さん

加
か

してくれ

るのか、事
じ

前
ぜん

説
ぜつ

明
めい

会
かい

に参加していな

い初
しょ

対
たい

面
めん

の人がなじめるかなど、初
はじ

め

は不
ふ

安
あん

もありましたが、みんなで仲
なか

良
よ

く協
きょう

力
りょく

してできたと思
おも

います。

岩
いわ

島
しま

史
ふみ

（17歳）

新しい資料のご紹介

『2003年世界子供白書』とビデオの貸し出しのもうしこみは、ユニセフ子どもネット事務局まで。

ネットワーカーからの感
かん

想
そう

学
がっ

校
こう

に行
い

きたくても行けなかったりして、かわいそうでした。私

は学校に行きたくないときがあるけれど、アフリカなどの人たち

には、それはぜいたくだと思
おも

うような気がします。お金がなくて、

生
せい

活
かつ

の苦
くる

しい人びとの支
し

援
えん

がもっと必
ひつ

要
よう

なことを知りました。

遠
とお

山
やま

優
ゆう

香
か

13歳

4ページに「世
せ

界
かい

の5人に１人は1日120円
えん

以
い

下
か

の生
せい

活
かつ

」と書
か

いてあり、すごく驚
おどろ

き

ました。それと、5ページの右
みぎ

にあるヨハネスブルクでの子ども達
たち

のスピーチで、政
せい

府
ふ

と

世
せ

界
かい

の人びとに対する要
よう

求
きゅう

がありましたが、本
ほん

当
とう

に共
きょう

感
かん

します。当
あ

たり前
まえ

のようなこと

を守
まも

るのがすごくむずかしい。だから私たちネットワーカーや、そういう問
もん

題
だい

に理
り

解
かい

のあ

る人たちが先
せん

頭
とう

となり、良
よ

い社
しゃ

会
かい

、良
よ

い世
せ

界
かい

をつくっていかなければならないと思
おも

いま

した。 砂
すな

田
だ

明
あ

日
す

香
か

15歳

以
い

前
ぜん

からアジアで人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

がひどい状
じょう

態
たい

になっていることは、ユニセフのホームページ

で知っていました。“小さい子どもならエイズにはかからないという考
かんが

えを持ったおとな

が、子どもの性
せい

を買
か

ってもてあそんでいる”というレポートをみてぞっとしました。また、

最
さい

近
きん

では外
がい

国
こく

からその子どもの性を買ってもてあそぶという事
じ

態
たい

もあるそうで、日本のお

となも多いそうです。このことは、日本人としてまた地
ち

球
きゅう

市
し

民
みん

として絶
ぜっ

対
たい

に許
ゆる

してはい

けないことだと改
あらた

めて認
にん

識
しき

しました。 石
いし

田
だ

有
ゆ

佳
か

16歳

アジアの子どもの商
しょう

業
ぎょう

的
てき

性
せい

的
てき

搾
さく

取
しゅ

について学
がっ

校
こう

で発
はっ

表
ぴょう

しました

ほう こく 

ネットワーカーがハンド・イン・ハンド募
ぼ

金
きん

活
かつ

動
どう

をおこないました

「子どもの人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

」の根
こん

絶
ぜつ

をうったえる

署
しょ

名
めい

キャンペーンがはじまりました
現在
げんざい

、世
せ

界
かい

では、毎
まい

年
とし

120万人の子どもたちが人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

の犠
ぎ

牲
せい

となっています。

日本にも、フィリピン、タイ、コロンビアなどの国
くに

ぐにから人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

の犠
ぎ

牲
せい

となっ

た子どもたちが送
おく

られてきているといわれています。

しかし、日本では、「子どもの人身売買」を取
と

りしまるための法
ほう

律
りつ

がまだありま

せん。そのために、日本政
せい

府
ふ

が昨
さく

年
ねん

5月10日に署
しょ

名
めい

した「子どもの売
ばい

買
ばい

、子ども

売
ばい

買
ばい

春
しゅん

および子どもポルノグラフィーに関
かん

する『子どもの権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

』の選
せん

択
たく

議
ぎ

定
てい

書
しょ

」

の批
ひ

准
じゅん

（国
くに

が条
じょう

約
やく

の内
ない

容
よう

に最
さい

終
しゅう

的
てき

に同
どう

意
い

すること）ができないままになっています。

日本ユニセフ協
きょう

会
かい

は、日本がこの選
せん

択
たく

議
ぎ

定
てい

書
しょ

を早
はや

く批
ひ

准
じゅん

し、必
ひつ

要
よう

な法
ほう

律
りつ

の整
せい

備
び

を急
いそ

いでおこなう

ように国
こっ

会
かい

に求
もと

めていきたいと考えています。今
こん

回
かい

の署
しょ

名
めい

活
かつ

動
どう

もそのためのものです。

署
しょ

名
めい

の期
き

限
げん

は6月
がつ

末
まつ

までです。署
しょ

名
めい

用
よう

紙
し

がほしい人は、ユニセフ子どもネット事
じ

務
む

局
きょく

までご連
れん

絡
らく

く

ださい。また、ホームページでもダウンロードできます。（http://www.unicef.or.jp）

日
に

本
ほん

ユニセフ協
きょう

会
かい

大
たい

使
し

アグネス・チャンさん

大使就
しゅう

任
にん

5周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

連
れん

続
ぞく

セミナー
1998年4月に日本ユニセフ協

きょう

会
かい

大
たい

使
し

に就
しゅう

任
にん

したアグネス・チャンさんが、就任から5周
しゅう

年
ねん

にあた

る今
こ

年
とし

、これまで訪
ほう

問
もん

したタイ、スーダン、ティモール、フィリピン、カンボジアでの体
たい

験
けん

や、日
に

本
ほん

国
こく

内
ない

で参
さん

加
か

したユニセフ支
し

援
えん

活
かつ

動
どう

の思
おも

い出
で

、日本の子どもたちに期
き

待
たい

することなどを話
はな

す6日間連
れん

続
ぞく

のセミナーがひらかれます。関
かん

心
しん

のある人や参
さん

加
か

したい人は、子どもネット事
じ

務
む

局
きょく

までご連
れん

絡
らく

くださ

い。１日だけの参
さん

加
か

でも大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

です。

2003年
ねん

度
ど

のユニセフ子どもネット更
こう

新
しん

を

おねがいします
今
こん

回
かい

のニュースレターには、2003年
ねん

度
ど

のユニセフ子どもネットの更
こう

新
しん

のご案
あん

内
ない

が同
どう

封
ふう

されています。

更
こう

新
しん

作
さ

業
ぎょう

がスムーズにいくように、4月22日（火）までに更
こう

新
しん

の手
て

つづきをしてください。2003年度

もさまざまな活
かつ

動
どう

をみなさんと一
いっ

緒
しょ

におこなっていきたいと思います。どうぞよろしくお願
ねが

いします。

●日
にち

時
じ

2003年
4月21日（月）－25日（金）

午
ご

後
ご

6時
じ

30分
ぷん

～8時
じ

30分
ぷん

4月26日（土）

午
ご

後
ご

2時
じ

～4時
じ

●会
かい

場
じょう

ユニセフハウス 1階
かい

ホール

●入
にゅう

場
じょう

料
りょう

無
む

料
りょう

ビデオ

©UNICEF/HQ97-0245/Horner

21日 私とボランティア：香
ほん

港
こん

から日本、カナダへ

ゲスト：亀淵昭信（（株）ニッポン放送代表取締役社長）

22日 アフリカの思い出（エチオピア、スーダン）

ゲスト：アリス・ウォーカー（作家）（同
どう
時
じ
通
つう
訳
やく
付
つ
き）

23日 アジアの子どもたち（仮題）

ゲスト：新井満（作家）

24日 日本でのユニセフ活
かつ

動
どう

と子どもの商
しょう

業
ぎょう

的
てき

性
せい

的
てき

搾
さく

取
しゅ

ゲスト：東郷良尚（（財）日本ユニセフ協会専務理事）

25日 子どもにふさわしい世
せ

界
かい

を作るためには

ゲスト：安倍晋三（衆議院議員）

26日 日
に

本
ほん

の子どもたちに期
き

待
たい

すること

ゲスト：毛利衛（日本科学未来館館長）（予定）

各日の
テーマと
ゲスト

ユニセフ子どもネットニュースNO.3を読
よ

んで

ユニセフ子どもネット@
関西
かんさい


